
シートベルト着用関連統計

自動車乗車中の死者数のうちシートベルト（チャイルドシートを含む。以下同じ。）非着用死者の

構成率を座席位置別にみると、後部座席は64.6％と他の座席に比べ高くなっている。

○　シートベルト着用有無別・座席位置別死者（令和元年中）

座席位置別 運転席 助手席 後部座席 その他 合計
有無別 増減数 増減数 増減数 増減数
シートベルト着用 433 -67 98 -13 44 2 1 576 -78
シートベルト非着用 335 -60 30 4 95 19 4 464 -36
不明 31 -6 4 2 8 4 0 43 0
合計 799 -133 132 -7 147 25 5 1,083 -114

非着用死者の構成率 41.9 -0.5P 22.7 4.0P 64.6 2.3P 80.0 42.8 1.1P
注１　増減数（率）は、平成30年と比較した値である。
注２　｢その他｣とは、バスの後部座席にいる場合、バスの車内に立っている場合等をいう。

○　シートベルト着用有無別死者数の推移（各年12月末）

年
有無別 増減数 増減率 構成率 指数

ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ着用 846 829 754 751 721 709 714 715 654 654 576 -78 -11.9 53.2 68
ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ非着用 723 759 683 626 661 605 557 558 520 500 464 -36 -7.2 42.8 64
不明 61 49 41 53 38 56 51 65 47 43 43 0 0.0 4.0 70
合計 1,630 1,637 1,478 1,430 1,420 1,370 1,322 1,338 1,221 1,197 1,083 -114 -9.5 100.0 66

非着用死者の構成率 44.4 46.4 46.2 43.8 46.5 44.2 42.1 41.7 42.6 41.8 42.8 - - - 97

注１　増減数（率）は、平成30年と比較した値である。
　２　指数は、平成21年を100とした場合の平成30年の値である。
　３　シートベルト着用の有無は、事故当事者からの聞き取り等により調査したものである。
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